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まえがき

京都大学で活発な活動を続ける、22の 附置研究所および研究センターは、第4回 「京都からの提言

一21世 紀の日本を考える」シンポジウムを、平成20年3月14日(±)、 名古屋の名鉄ホールにおい

て開催しました。今回は、「学問のつながりのユニークさ それがつくる明るい未来」というテーマで実施

しました。本報告書は、当日の記録をまとめたものです。

私たち附置研究所 ・センターには、異なった学問をつなげて新しい研究を行う、さらに社会の変化に対

応して新たな学問領域を創生するという重要な使命があります。今回の企画は、このような異なる学問の

つながりのユニークさ、そして異なる分野の研究がつながる学問の醍醐味を、市民や学生とくに高校生に

味わっていただこうという趣旨でした。

当日、まず田中雅一教授(人 文研)が 、セックスなど、普段、話すことも難しい対象にこだわることによっ

て見えてくる日本社会の別の面を話し、こだわることの意義を強調しました。次に矢野浩之教授(生存研)が、

セルロースを新素材として自動車やテレビの基盤材料として使うことが可能となる 「99.8%の 自然の力を

0.2%の 人間の力で引き出す」研究を紹介しました。さらに幸島司郎教授(野 生動物研)は 、雪虫をとお

した氷河生態系の研究や、「イルカはどうやって眠るのか?」 などのユニークな研究を紹介し、「自分の眼

で見て頭で考える」ことの楽しさ大切さを語りました。さらに杉原薫教授(東 南ア研)は 、人類がどのよう

に危機を乗り越えて生存基盤を持続させてきたのかという問いに、グローバルヒストリー研究がどのように

光を当てているのかという最新の研究を語りました。そして、益川敏英名誉教授(京 都大学 ・元基礎物理

研所長)は 、素粒子論研究の想いでと題し、昨年度ノーベル物理学賞を受賞した研究を行っていた頃の

研究室の様子などを話されました。

その後、山脇幸一教授(名 古屋大学)、宇川聡氏(読 売新聞大阪本社 ・編集委員)ら も交えてパネルディ

スカッション行われ、独創的な研究が、素朴な興味や知りたいと思う気持ちの先に実現する道筋について

議論されました。

当日、会場には、雨天にもかかわらず約600名 が参加して熱心に聞き入り、「京大には他の大学には

ない別の風が吹いていると思いました(50歳 代農家主婦)。」「科学が好きになった(10歳 代男子学生)。」

「研究に対する思いを知ることができました(10歳 代女子学生)。」「聞き応えのある話に感銘 しました

(50歳 代男性法人職員)。」「ぜひ来年も開いてほしい(60歳 代男性)(40歳 代女性)。」などの感想が寄

せられました。

このようなすばらしいシンポジウムにご参加くださいました講演者、パネリスト、コーディネーター、司

会の皆様、さらに会場にお越しいただきました市民、学生とくに高校生の方々に厚く御礼申し上げます。さ

らに、このシンポジウムを財政面から支えてくださいました、読売新聞社、京都大学教育研究振興財団、

総長裁量経費を手当てくださった総長・京大本部、そして各附置研究所 ・センターに深く感謝申し上げます。

そしてシンポジウムの運営面におきまして多大な支援をいただきました、読売新聞大阪本社、中部支社の

皆様、附置研究所 ・センター関係教職員の皆様、特に東南アジア研究所の職員の皆様に心より御礼申し

上げます。「京都からの提言」シンポジウムに、今後とも皆様のご支援を賜りますよう、どうかよろしくお願

い申し上げます。

京都大学東南アジア研究所長 水野広祐
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